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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内に挿入される内視鏡用の挿入部可撓管であって、
　第一の対物光学系及び光源からの光を互いに直交する第一の軸および第二の軸に沿って
走査する走査手段を有し、前記第一の対物光学系の物体側焦点位置からの光を用いて撮像
を行う共焦点観察用のユニットである、円筒形状の第一観察ユニットを少なくとも一つと
、
　少なくとも第二の対物光学系及び、前記体腔内から前記第二の対物光学系を介して入射
する光を受光することにより該体腔内を撮像する互いに直交する第一の辺および第二の辺
によって規定される矩形状の撮像素子を有し、外形に基づいて位置決めが可能な第二観察
ユニットを少なくとも一つと、
　前記第一観察ユニットが嵌合される円筒形状の空洞と、
　前記空洞内において、前記第一の軸の方向と前記第一の辺の方向が一致し且つ前記第二
の軸の方向と前記第二の辺の方向が一致するように、前記第一観察ユニットを前記空洞に
対して位置決めし、保持する保持手段と、
　を先端内部に有することを特徴とする内視鏡の挿入部可撓管。
【請求項２】
　請求項１に記載の内視鏡の挿入部可撓管において、
　前記保持手段は、前記空洞の長手方向に沿って該空洞の内壁に設けられたガイド溝と、
前記第一観察ユニットの外壁にあって前記ガイド溝に対応する形状のガイドと、から構成
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され、前記ガイド溝に前記ガイドが嵌合することにより前記第一観察ユニットを保持する
ことを特徴とする内視鏡の挿入部可撓管。
【請求項３】
　請求項１に記載の内視鏡の挿入部可撓管において、
　前記保持手段は、前記空洞の長手方向に沿って該空洞の内壁に設けられたガイドと、前
記第一観察ユニットの外壁にあって前記ガイドに対応する形状のガイド溝とから構成され
、前記ガイドに前記ガイド溝が嵌合することにより前記第一観察ユニットを保持すること
を特徴とする内視鏡の挿入部可撓管。
【請求項４】
　請求項１に記載の内視鏡の挿入部可撓管において、
　前記保持手段は、前記空洞および前記第一観察ユニットのそれぞれに形成された所定径
のピン穴と、該所定径の凸部を有するピンとから構成され、各ピン穴の位置を一致させた
状態で前記ピンの凸部を各ピン穴に挿通させることにより前記第一観察ユニットを保持す
ることを特徴とする内視鏡の挿入部可撓管。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の内視鏡の挿入部可撓管において、
　前記第一観察ユニットは、前記第一の対物光学系の物体側焦点位置からの光のみを抽出
する抽出手段を有し、前記抽出手段によって抽出された光を用いて撮像を行うことを特徴
とする内視鏡の挿入部可撓管。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の内視鏡の挿入部可撓管において、
　前記第二観察ユニットは、前記第一観察ユニットとは異なる倍率で第二画像を撮像する
ユニットであることを特徴とする内視鏡の挿入部可撓管。
【請求項７】
　請求項６に記載の内視鏡の挿入部可撓管において、
　前記第二観察ユニットは、前記第一の辺および前記第二の辺が前記第二画像のモニタ上
での上下方向および左右方向にそれぞれ対応する状態で、前記挿入部可撓管先端内部に固
定されていることを特徴とする内視鏡の挿入部可撓管。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれかに記載の内視鏡の挿入部可撓管を有することを特徴と
する内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、体腔内に挿入され生体組織を撮像、観察するための挿入部可撓管および該
挿入部可撓管を備えた内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡において、体腔内を観察する為の対物光学系をはじめとする種々の光学素子を備
える観察ユニットは、体腔内に挿入される挿入部可撓管の先端部内部に設けられた空洞に
対応する形状を有している。そして、観察ユニットは、ユニット先端が内視鏡本体外部に
露出した状態で該空洞に嵌合しつつ固定されている。ここで、一般に、観察ユニットは、
ユニット内に配設される各光学素子の位置関係によって、上下左右の各方向が定められて
いるものが多い。
【０００３】
　観察ユニットを挿入部可撓管内部に固定する際の位置決め処理は、内視鏡が以下のよう
な構成を採る場合に特に重要になる。
【０００４】
　例えば、挿入部可撓管内部に複数の観察ユニットを配設する場合が考えられる。この場
合、モニタ上での上下左右方向が各観察ユニットで撮像された画像毎にずれることがない
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ように、各ユニットの相対的な位置決めが高い精度をもって行われている必要がある。
【０００５】
　近年、内視鏡観察中に被検者に与える負担を軽減する目的から、内視鏡の挿入部可撓管
先端部をより細径化することが望まれている。挿入部可撓管先端部を細径化するためには
、挿入部可撓管内部において観察ユニットが占める領域を小さく抑えればよい。該観察ユ
ニットを小型化するには、例えば、観察ユニットの形状を円筒形状に構成することが効果
的である。
【０００６】
　しかし、観察ユニットを円筒形状に構成すると、観察ユニットを挿入部可撓管内部に固
定する際に行う上記の位置決めに非常に手間がかかる、また位置決めできた後でも完全に
固定されるまでに回転してしまい意図しない位置ずれが発生するおそれがある、さらには
客観的な位置決めが難しいため製品ごとに精度のばらつきが発生してしまうといった問題
が発生する。
【０００７】
　なお、内視鏡そのものに関する文献は多々あるものの、以上述べた背景技術および問題
点に関する適切な先行技術文献は見出せなかった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本発明は上記の事情に鑑み、挿入部可撓管先端部の細径化を実現するために円
筒形状に形成した観察ユニットを、容易にかつ高い精度をもってモニタ上での画像に対応
した位置決めをしつつ内部に固定することができる内視鏡の挿入部可撓管、および内視鏡
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するため、本発明に係る内視鏡の挿入部可撓管は、体腔内に挿入され
る内視鏡用の挿入部可撓管であって、第一の対物光学系を有する、円筒形状の第一観察ユ
ニットを少なくとも一つと、第一観察ユニットが嵌合される円筒形状の空洞と、該空洞内
において、第一観察ユニットを空洞に対して位置決めし保持する保持手段とを先端内部に
有することを特徴とする。
【００１０】
　上記のように構成することにより、第一観察ユニットの上下方向および左右方向が所定
の状態になるような位置決めを容易にかつ高精度に実行しつつ、該空洞内に該第一観察ユ
ニットを固定することができる。
【００１１】
　上記保持手段は、空洞の長手方向に沿って該空洞の内壁に設けられたガイド溝と、第一
観察ユニットの外壁にあって該ガイド溝に対応する形状のガイドと、から構成することが
できる。この場合、第一観察ユニットは、空洞のガイド溝に該ユニットのガイドを嵌合さ
せることにより保持される（請求項２）。なお、空洞の内壁にガイドを設け、該ガイドに
対応する形状のガイド溝を第一観察ユニットの外壁に設ける構成であっても良い（請求項
３）。
【００１２】
　他にも、保持手段は、空洞および第一観察ユニットのそれぞれに形成された所定径のピ
ン穴と、該所定径の凸部を有するピンとから構成され、各ピン穴の位置を一致させた状態
でピンの凸部を各ピン穴に挿通させることにより第一観察ユニットを保持するように構成
することもできる（請求項４）。
【００１３】
　本発明は、第一観察ユニットを、光源からの光を互いに直交する第一の軸および第二の
軸に沿って走査する走査手段と、第一の対物光学系の物体側焦点位置からの光のみを抽出
する抽出手段と、を有し、抽出手段によって抽出された光を用いて撮像を行う共焦点観察



(4) JP 4634762 B2 2011.2.16

10

20

30

40

50

用のユニットとして構成することができる（請求項５）。第一観察ユニットを共焦点観察
用ユニットとして構成した場合、該ユニットの上下方向は第一の軸方向、該ユニットの左
右方向は第二の軸方向として定義することができる（請求項６）。
【００１４】
　請求項７に記載の発明によれば、少なくとも第二の対物光学系を有し、外形に基づいて
上下方向および左右方向の位置決めが可能な第二観察ユニットをさらに先端内部に有する
ことができる。上記第二観察ユニットを有する場合、保持手段は、さらに第一観察ユニッ
トの上下方向が第二観察ユニットの上下方向に一致し、第一観察ユニットの左右方向が第
二観察ユニットの左右方向に一致するように、第一観察ユニットを保持することができる
。
【００１５】
　請求項７に記載の発明によれば、第一観察ユニットは、保持手段によって該第二観察ユ
ニットとの相対的な位置関係も決定することができる。
【００１６】
　ここで第二観察ユニットは、体腔内から第二の対物光学系を介して入射する光を受光す
ることにより該体腔内を撮像する、互いに直交する第一の辺および第二の辺によって規定
される矩形状の撮像素子を有し、第一観察ユニットとは異なる倍率で第二画像を撮像する
ユニットとして構成することができる（請求項８）。この場合、第二観察ユニットは、第
一の辺および第二の辺が該第二画像のモニタ上での上下方向および左右方向にそれぞれ対
応する状態で挿入部可撓管先端内部に固定されている（請求項９）。
【００１７】
　従って、例えば、第一観察ユニットが、上記共焦点観察用ユニットとして構成されてい
る場合、保持手段は、第一の軸方向が第一の辺の延出方向に、第二の軸方向が第二の辺の
延出方向に、それぞれ一致するように位置決めしつつ第一観察ユニットを保持することに
なる。
【００１８】
　なお、別の観点から、本発明に係る内視鏡の挿入部可撓管は、体腔内に挿入される内視
鏡の挿入部可撓管であって、円筒形状であって対物光学系を有する、少なくとも一つの観
察ユニットと、観察ユニットが嵌合される円筒形状の空洞と、空洞内における該観察ユニ
ットの回転を防止する回転防止手段と、を先端内部に有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　以上のように本発明に係る内視鏡の挿入部可撓管によれば、先端の小型化、細径化のた
めに観察ユニットを円筒形状にした場合であっても、該ユニットの精確な位置決めを簡易
かつ迅速にしつつ、該ユニットを挿入部可撓管先端内部に固定することができる。
【００２０】
　これにより、該挿入部可撓管先端に複数の観察ユニットがある場合、円筒形状の観察ユ
ニットは、他の観察ユニットとの相対的な位置決めが行われつつ挿入部可撓管先端内部に
固定される。これにより、いずれの観察ユニットも上下、左右方向が統一されたものとな
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　図１は、本実施形態の内視鏡の挿入部可撓管を有する、電子内視鏡１００を示す図であ
る。図１に示すように、本実施形態の電子内視鏡１００は、挿入部可撓管１０１と、鉗子
差込口１０２と、操作部１０３と、挿入部可撓管１０１の先端部本体１０１ｔを有する。
【００２２】
　電子内視鏡１００に形成された挿入部可撓管１０１は、体腔内に挿入される長い管であ
り、可撓性を有している。図２は、挿入部可撓管１０１の断面図である。また図３は、図
２に示すＡ－Ａ線での断面図である。先端部本体１０１ｔには、体腔内の生体組織を観察
する為の共焦点観察ユニット１０と通常観察ユニット５０が設けられている。共焦点観察
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ユニット１０は、通常観察ユニット５０より高い倍率で生体組織表面部及び断層部を観察
する為の光学ユニットである。
【００２３】
　挿入部可撓管１０１先端部本体１０１ｔには、共焦点観察ユニット１０の外形に対応す
る形状の空洞Ｓ１０、および通常観察ユニット５０の外形に対応する形状の空洞Ｓ５０が
それぞれ形成されている。各ユニット１０、５０は、対応する空洞Ｓ１０、Ｓ５０内に所
定の位置決めをされた状態で嵌合、固定されている。なお、固定には空洞の隙間に接着剤
を充填することにより行われる。
【００２４】
　なお本文において、所定の位置決めとは、挿入部可撓管１０１に形成された空洞内に特
定の観察ユニットを以下のような状態で保持することを言う。すなわち、各観察ユニット
によって撮像されてモニタ（不図示）上で表示される各画像における上下方向および該上
下方向に直交する左右方向が互いに一致する、換言すれば各観察ユニットの上下方向およ
び左右方向が、それぞれ対応するような状態をいう。本実施形態では、便宜上、挿入部可
撓管１０１において、通常観察ユニットによって撮像されてモニタ上で表示される体腔内
の画像における左右方向に対応する方向をＸ方向、同画像における上下方向に対応する方
向をＹ方向という。なお、Ｘ、Ｙの各方向は、後述の各観察ユニット１０、５０内に設け
られる対物光学系の光軸方向（Ｚ方向）と直交する。
【００２５】
　まず、通常観察ユニット５０について説明する。通常観察ユニット５０は、通常観察用
対物光学系５１と撮像素子５２を備える。そして通常観察ユニット５０は、図示しないラ
イトガイドを介して照射される照明光の体腔内の部位からの反射光を用いて観察画像を撮
像する。
【００２６】
　撮像素子５２は、図３に示すように互いに直交する第一辺（長辺）５２Ｘと第二辺（短
辺）５２Ｙによって規定される矩形状を有する。また、通常観察ユニット５０の外形は、
第一辺５２Ｘと第二辺５２Ｙとによって規定される矩形状の撮像素子５２が無駄な隙間を
生じることなく配設されるような四角柱形状を呈している。ここで、上記の通り、空洞Ｓ
５０は、通常観察ユニット５０の外形に対応する形状（ここでは四角柱形状）に形成され
ている。従って、通常観察ユニット５０は、空洞Ｓ５０に嵌合されることにより自動的に
Ｘ、Ｙ双方向に対する位置決めが達成される。すなわち、通常観察ユニット５０は、撮像
素子５２の第一辺５２Ｘが通常観察ユニット５０によって撮像されモニタに表示された画
像の左右方向、第二辺５２Ｙが該画像の上下方向に対応する状態で挿入部可撓管１０１に
配設されている。
【００２７】
　共焦点観察ユニット１０は、本体枠１１、先端枠１２、ガイド１３、インナーチューブ
１４、シングルモード光ファイバ１５Ａと圧電素子１５Ｂ、１５Ｃを有する発光部１５、
対物光学系１６、カバーガラス１７、鏡筒１８を有する。なお、対物光学系１６は、実際
には多数のレンズによって構成されているが、図２では便宜上２枚のみ図示する。
【００２８】
　なお、共焦点観察ユニット１０は暗部である生体組織内部が観察可能でありかつ小型な
光学ユニットである。従って、共焦点用対物光学系１６は高ＮＡでありかつ小型に形成さ
れている。その結果、共焦点用対物光学系１６の焦点距離は非常に短くなっている。また
共焦点観察ユニット１０は、通常観察時とは異なり、カバーガラス１７を生体組織に当接
して観察を行うため、先端部本体１０１ｔにおいて、通常観察ユニット５０よりも所定量
突出して固定されている。
【００２９】
　共焦点観察ユニット１０の動作を概説する。まず、図示しないプロセッサに備えられる
光源からレーザ光が照射される。レーザ光は、挿入部可撓管１０１内にあるシングルモー
ド光ファイバ１５Ａの端部に入射する。当該端部に入射されたレーザ光は、シングルモー
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ド光ファイバ１５Ａ内を伝送して該ファイバの端面１５ｔから射出される。端面１５ｔか
ら射出された光束は、共焦点用対物光学系１６、カバーガラス１７を介して生体組織４０
０において焦点を結ぶ。
【００３０】
　生体組織４００において焦点を結んだ光束は、生体組織４００で反射または蛍光を発し
、共焦点用対物光学系１６を介して光ファイバ端面１５ｔ近傍で焦点を結ぶ。端面１５ｔ
は、共焦点用対物光学系１６から射出された光束が生体組織４００において焦点を結んだ
位置と共役である。また、シングルモード光ファイバ１５Ａのコア径は極めて小さい。従
って、生体組織４００からの光のうち、生体組織４００で焦点を結んだ位置からの光のみ
がシングルモード光ファイバ１５Ａ内部に入射し、それ以外の光は、シングルモード光フ
ァイバ１５Ａが有するクラッド部などによって遮光されてしまう。すなわち、シングルモ
ード光ファイバ１５Ａの端面１５ｔに入射する光は、生体組織４００で焦点を結んだ位置
からの光のみとなる。
【００３１】
　シングルモード光ファイバ１５Ａによって図示しないプロセッサに導光された反射光は
、図示しないプロセッサで処理されて映像信号に変換される。そして変換された映像信号
は、共焦点用対物光学系１６による観察画像として図示しないモニタに表示されたり、記
録装置に記録されたりする。
【００３２】
　また、シングルモード光ファイバ１５Ａ端部近傍には圧電素子１５Ｂ、１５Ｃが備えら
れている。圧電素子１５Ｂは、電圧が印加されることにより変形して、シングルモード光
ファイバ１５Ａを第一方向（ユニット１０が空洞Ｓ１０に位置決め、固定された状態にお
けるＸ方向）に押圧する。同様に圧電素子１５Ｃは、光ファイバ１５Ａを第一方向に直交
する第二方向（ユニット１０が空洞Ｓ１０に位置決め、固定された状態におけるＹ方向）
に押圧する。これにより、端面１５ｔを第一、第二（Ｘ、Ｙ）の各方向に変位させる。な
お、図３に示すように、端面１５ｔは、各圧電素子１５Ｂ、１５Ｃによって押圧されてい
ない状態では、共焦点観察ユニット１０の略中心に位置する。端面１５ｔが第一（Ｘ）方
向または第二（Ｙ）方向に変位すると、生体組織４００に照射される光束の焦点位置も、
端面１５ｔの変位に伴って移動する。換言すると、端面１５ｔが変位すると、生体組織４
００に照射される光束は、その変位に伴って生体組織４００表面または内部を第一（Ｘ）
方向または第二（Ｙ）方向に走査する。これにより共焦点観察ユニット１０からプロセッ
サに第一（Ｘ）方向と第二（Ｙ）方向によって規定される２次元の観察画像を得る為の像
が伝送される。
【００３３】
　なお、共焦点観察ユニット１０は、生体組織４００上での焦点位置を対物光学系１６の
光軸方向（Ｚ方向）に微小に移動自在にすべく、発光部１５や対物光学系１６といったユ
ニット内部に配設される部材が一体となって、Ｚ方向にスライド自在に構成されている。
ここで、本体枠１１と先端枠１２は、それぞれ先端部１０１ｔに設けられた円筒状の空洞
に固定されている。そのため、ユニット内部の部材の、Ｚ方向へのスライドは、各枠１１
、１２に対してインナーチューブ１４や鏡筒１８がスライドすることにより達成される。
【００３４】
　一般に、挿入部可撓管１０１特に先端部本体１０１ｔは、内視鏡観察中に被検者に与え
るおそれのある苦痛を軽減するために該本体１０１ｔを細径化かつ小型化することが望ま
れる。そこで、本実施形態では、共焦点観察ユニット１０の外形を円筒形状にすることに
より、先端部本体１０１ｔ内における占有領域をより小さくしている。共焦点観察ユニッ
ト１０のように、外形を円筒形状にしてしまうと、本体１０１ｔの空洞Ｓ１０に嵌合する
際、該ユニット１０の上下方向、左右方向の位置決めが非常に難しい、また仮に位置決め
ができたとしても、接着剤により完全に固定されるまでの間に空洞Ｓ１０内で回転してし
まい、位置ずれが生じてしまう等のおそれがある。そこで本実施形態の共焦点観察ユニッ
ト１０は、以下に詳述するように、ガイド１３を用いて高精度な位置決めを実現すると共
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に、位置決め後に意図しない位置ずれがおきないようにしている。
【００３５】
　図２、図３の斜線領域で示すように、ガイド１３は、本体枠１１の外壁において、所定
の幅と高さを有しつつ、Ｚ方向に延出している。ガイド１３は、先端部本体１０１に対し
て共焦点観察ユニット１０を位置決めする際の指標として機能する。本実施形態では、ガ
イド１３は、本体枠１１の略中心（図３では、光ファイバ端面１５ｔの図示位置に相当）
からみてＹ方向に位置する指標とされる。なお、共焦点観察ユニット１０自体を組み立て
る工程においても、該ユニット１０を構成する各光学部材（例えば、発光部１５や共焦点
対物光学系１６など）は、ガイド１３に基づいてＸ、Ｙの各方向に対して位置決めされつ
つ配設されている。
【００３６】
　先端部本体１０１ｔにおいて、空洞Ｓ１０の中心からＹ方向に位置する内壁には、該空
洞Ｓ１０の長手方向（Ｚ方向）に沿って延出するガイド溝Ｌが形成されている。ガイド溝
Ｌは、ガイド１３に対応した空間（溝）を形成している。共焦点観察ユニット１０は、ガ
イド１３がガイド溝Ｌに嵌め込まれた状態で空洞Ｓ１０内に嵌合される。
【００３７】
　これにより、共焦点観察ユニット１０は、空洞Ｓ１０内でＹ方向の位置決めがされた状
態にある。なお、共焦点観察ユニット１０は、カバーガラス１７が最も生体組織４００側
に位置するような状態で空洞Ｓ１０内に嵌合される。つまり、嵌合時に、Ｚ方向における
向き（つまり、発光部１５から照射される光の進行方向）は、一義的に決定される。よっ
て、共焦点観察ユニット１０は、Ｙ方向について位置決めされれば、自動的にＸ方向につ
いても位置決めされることになる。また、空洞Ｓ１０内において位置決めされた共焦点観
察ユニット１０は、ガイド１３とガイド溝Ｌによって回転が有効に防止されている。従っ
て、ガイド１３とガイド溝Ｌの作用によって、共焦点観察ユニット１０は、非常に簡易か
つ精確にＸ、Ｙの各方向に対する位置決めがなされつつ先端部本体１０１ｔに固定される
。
【００３８】
ここで、ガイド１３とガイド溝Ｌによって所定の位置決めがされつつ固定された共焦点観
察ユニット１０におけるＸ、Ｙの各方向は、上記通常観察ユニット５０におけるＸ、Ｙの
各方向に一致する。つまり、本実施形態のように、複数の観察ユニットを有する挿入部可
撓管１０１においては、ガイド１３とガイド溝Ｌにより所定の位置決めがされた観察ユニ
ットは、他の観察ユニットとの相対的な位置決めを容易かつ高い精度をもって行われてい
る。
【００３９】
　以上が本発明の実施形態である。本発明はこれらの実施形態に限定されるものではなく
様々な範囲で変形が可能である。
【００４０】
　例えば、上記実施形態では、共焦点観察ユニット１０を位置決めしつつ保持（回転を防
止）するための保持手段として、該ユニット１０の外壁に設けられたガイド１３と空洞Ｓ
１０の内壁に設けられたガイド溝Ｌを説明した。該手段は、上記実施形態の構成に限定さ
れるものではなく、例えば、図４や図５に示すような構成にすることも可能である。
【００４１】
　図４は、上記保持手段として、ガイド溝Ｌを該ユニット１０の外壁に設け、ガイド１３
を空洞Ｓ１０の内壁に設けた変形例を示す。図５は、ガイドとガイド溝の組み合わせは使
用せず、該所定径の凸部を持つビスＢと、空洞Ｓ１０に設けたビスＢの頭の径に略等しい
ビス穴Ｈ１と共焦点観察ユニット１０に設けた所定径のビス穴Ｈ２とを用いる構成を示し
ている。図５に示す例の場合、共焦点観察ユニット１０は、まずビス穴Ｈ２と空洞Ｓ１０
のビス穴Ｈ１が略一致するように調整しつつ、空洞Ｓ１０に嵌合される。次いで、ビスＢ
を各ビス穴Ｈ１、Ｈ２に挿通させる。次いで接着剤をビス穴Ｈ１が塞がるまで十分にビス
穴Ｈ１へ充填する。これにより、共焦点観察ユニット１０の位置決めおよび保持が達成さ
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によって共焦点観察ユニット１０の空洞Ｓ１０内での位置決めがなされたら該ビスＢを取
り外し、各ビス穴Ｈ１、Ｈ２が完全に塞がるまで接着剤を充填することにより共焦点観察
ユニットを固定する。さらに、頭にＯ－リングを取り付けたビスを使用すれば、ビス穴Ｈ
１、Ｈ２形成位置における水密性を効果的に高めることができる。
【００４２】
　また、上記実施形態では、通常観察ユニット５０は矩形状の外形を有しており、該外形
を用いて位置決めが行われていると説明した。しかし、通常観察ユニットであっても、外
形を円筒形状に形成し、上述した保持手段を用いて位置決めしても良い。
【００４３】
　また、本発明に係る内視鏡用挿入部可撓管は、小型化、細径化のために外形を円筒形状
に形成した観察ユニットを円筒状の空洞内において所定の状態で位置決めすると同時に、
その位置決めされた状態から回転する（ずれる）ことを有効に防止することを特徴とする
。従って、上記実施形態では、共焦点観察ユニット１０と通常観察ユニット５０を備える
挿入部可撓管１０１を説明したが、本発明に係る内視鏡用挿入部可撓管は、必ずしも該二
つの観察ユニットを備える必要はない。本発明に係る内視鏡用挿入部可撓管は、どのよう
な観察が可能であるかは問わず、先端部本体を細径化するために外形を円筒形状に形成し
た観察ユニットを少なくとも一つ有していれば良い。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の実施形態の電子内視鏡を示す図である。
【図２】本発明の実施形態の電子内視鏡の先端部の構成を示す断面図である。
【図３】図２におけるＡ－Ａ線断面図である。
【図４】実施形態の保持手段の変形例を示す図である。
【図５】実施形態の保持手段の変形例を示す図である。
【符号の説明】
【００４５】
１０　共焦点観察ユニット
１１　本体枠
１２　先端枠
１３　ガイド
Ｌ　ガイド溝
Ｐ　ピン
Ｈ１、Ｈ２　ピン穴
１００　電子内視鏡
１０１　挿入部可撓管
１０１ｔ　先端部本体
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